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　 この展覧会は城一裕と金子智太郎が2010年より主催して

きた生成音楽ワークショップの活動を紹介するものです。
生成音楽ワークショップは、音楽家の手を離れて自動的に
奏でられる音楽について実践を通じて考えるためのプロジェ
クトです。これまでに11回開催され、装置を使った生成音楽

の古典的作品を再現することで、この音楽のあり方が作曲・
演奏される音楽とどのように異なるのかを検討してきまし
た。実践を通じて得られた知見をまとめた文章を発表した
り、講義を通じて紹介してもいます［註1］。

　 「生成芸術」や「生成音楽」という名称は、一般的には
コンピュータを用いた作品に使われています。しかし、音楽
家の手を離れて自動的に作られる芸術にはコンピュータを
使用しないものもあり、コンピュータを前提としない生成
芸術の定義の試みがこれまでもくり返されてきました。生
成音楽ワークショップで取りあげた作品も基本的にはそう
した議論の枠組みのなかにあるものです。例えば、フィリッ
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[注1] これまでに生成音楽ワーク
ショップとして発表した文章は以
下のとおり。 

「生成音楽ワークショップ第1回
：スティーブ・ライヒ「振り子の
音楽」」パンフレット、2010年。 

「生成音楽ワークショップ第2回
：アルヴィン・ルシエ「細長いワ
イヤーの音楽」」パンフレット、
2010年。 

「生成音楽ワークショップ第4回
：「聴く」装置としてのエオリア
ン・ハープ」パンフレット、2011
年。 

T. Kaneko, K. Jo, "Generative 
Music Workshop," Culture and 
Computing 2011, pp.179-180, 
2011.
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プ・ギャランターは次のような生成芸術の定義を提案して
います。

「生成芸術とは、芸術家が次のようなシステムを使用する、
あらゆる芸術的実践を意味する。そのシステムは自然言語
によるルールやコンピュータ・プログラム、機械、他の何
らかの創作された手続きなどからなり、完成した芸術作品
に寄与または帰結するような、ある程度の自律性をもった
動きをする。」［註2］

　 一方、マーガレット・ボーデンとアーネスト・エドモン
ズはコンピュータを使用したアルゴリズム音楽やいわゆる
インタラクティブな作品から、シュルレアリストによるオー
トマティスムを用いた1920年代の作品や、システム・アート

と呼ばれたハンス・ハーケやソル・ルウィットらの作品、
グスタフ・メツガーの自動崩壊作品といった60年代の美術

作品までも生成芸術とみなしました［註3］。こういった定

義の試みは概して直感的で、あまりにも幅広い作品を含め
ようとしがちに見えます。

　 私たちが生成音楽の歴史を振り返ろうと思い至ったきっ
かけのひとつは、自動的に音を奏でるアプリケーションの
開発に携わったことでした。比較的よく知られた古典作品
を再現することで、音を発する装置の構造や作品をめぐる
活動の諸相、作品が置かれた芸術的・文化的文脈について
の理解を深めたいと考えました。そこで、意図的にコン
ピュータとは距離を置き、比較的シンプルな構造をもつ装
置を使った作品を取りあげていきました。一般的な作曲や
演奏とは違ったこの音楽のあり方を強調するため、ステー
ジでのパフォーマンスとして上演される作品は避けました。
ワークショップで重視してきたのは、装置をさまざまな要
素から組み立て、作動させ、観察することです。作品の再現
のためにインストラクションを作成し、多くの参加者が実
際に手足を動かして製作に取り組みました。私たちはこの
展覧会も生成音楽のいくつかの実践形態のひとつと考えて
います。
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「生成音楽ワークショップ第7回
：ジョン・ケージ「失われた沈黙
を求めて（プリペアド・トレイ
ン）」」パンフレット、2012年。 

金子智太郎、城一裕「生成音楽ワー
クショップ第7回：ジョン・ケー
ジ《失われた沈黙を求めて（プリ
ぺアド・トレイン）》（1978）」
『情報科学芸術大学院大学紀要』
第4巻、2012年、53-50頁。 

金子智太郎「生成音楽のバリエー
ションーー生成音楽ワークショッ
プの実践」（シンポジウム報告）
『カリスタ』19号、2012年、74-
81頁。 

生成音楽ワークショップ「プリペ
アド・トレインの運転士として」
『アルテス』第4号、2013年。 

[注2] Philip Galanter ”What is 
Generative Art?: Complexity 
theory as a context for art theory” 
in Generative Art Proceedings, 
2003.  

[注3] Margaret A. Boden and 
Ernest A. Edmonds "What is 
generative art?" in Digital 
Creativity, Vol.20, Nos.1-2, pp.
21-46, 2009.



　 生成音楽ワークショップ第1、2回は展示形態で、第3回は

子供のための教育プロジェクト、第4回は展示と製作ワーク

ショップ、第7回はイベント、第5、6、8、9、10、11回は横

浜国立大学での講義という形態で開催されました。講義で
は中川克志准教授の協力を仰ぎながら、学生のみなさんに
生成音楽作品の再現を行ってもらいました。この展覧会の
開催も横浜国立大学の講義の一環であり、中川さんと学生
のみなさんの助力なしでは実現しえないものでした。あら
ためて横浜国立大学のみなさまにこの場を借りて感謝いた
します。 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第1回　スティーブ・ライヒ《振り子の音楽》（1968） 

第2回　 アルヴィン・ルシエ《細長いワイヤーの音楽》
（1977） 

第3回　 リチャード・ラーマン《トラヴェロン・ガムロン
（自転車のための音楽）》（1978） 

第4回　「聴く」装置としてのエオリアン・ハープ 

第5回　 ミラン・ニザー《ブロークン・ミュージック》
（1965） 

第6回　レオン・Ｏ・チュア《チュア回路》（1983） 

第7回　 ジョン・ケージ《失われた沈黙を求めて（プリペア
ド・トレイン）》（1978） 

第8回　虫の足音を聴く 

第9回　鳴釡 

第10回　城一裕《紙のレコード》（2012） 

第11回　ラジオ・テルミン 
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第1回　スティーブ・ライヒ《振り子の音楽》（1968） 

Make Tokyo Meeting 05　2010年5月22-23日

　 《振り子の音楽》はミニマル・ミュージックの作曲家ス

ティーブ・ライヒが「プロセス・アート」の作品を集めた
「アンチ・イリュージョン」展に出品した作品です。床に
上向きに置かれたスピーカーと、天井から吊るされたマイ
クロフォンの振り子から構成されています。マイクロフォン
がスピーカーの真上を通過するとき、一瞬ハウリングが生
じます。複数の振り子を揺らすと次第に変化していくリズム
が生まれます。ワークショップ第1回では、DIY電子工作

フェスティバルMake  Tokyo  05（至東京工業大学）でこの作

品を展示・演奏しました（協力：児玉謙太郎、滝山聖士）。

第2回　 アルヴィン・ルシエ《細長いワイヤーの音楽》

（1977） 

Interferenze Seeds Tokyo 2010　2010年6月26-27日

　サウンド・アートのパイオニア、アルヴィン・ルシエの代
表作のひとつです。長く張られたワイヤーが音を奏でます。
国際ニューアート・フェスティバル「Interferenze」関連イ

ベント「Interferenze  Seeds  Tokyo  2010」（至原宿Vacant）

でこの作品を展示しました。「作品解説」参照。

第3回　 リチャード・ラーマン《トラヴェロン・ガムロン

（自転車のための音楽）》（1978） 

ICCキッズ・プログラム2010「いったい何がきこえているん

だろう」2010年8月4日-9月5日

　フルクサスに参加していたリチャード・ラーマンは、物体
の振動を音に変える「コンタクト・マイクロフォン」を使用
した作品を多数発表していました。この作品は自転車にそ
のマイクロフォンとスピーカーを取りつけ、街を走行しなが
ら音を鳴らします。NTTインターコミュニケーション・セ
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ンターで夏休みに開催されたキッズ・プログラム「いった
い何がきこえているんだろう」（監修：城一裕）でこの作
品の翻案を展示しました。自転車ではなく三輪車にマイク
ロフォンとスピーカーを取りつけ、音のパターンの変化が聞
こえるようにさまざまなテクスチャーをもつパネルを床に
敷きました。

第4回　「聴く」装置としてのエオリアン・ハープ 

黄金町バザール2011「まちをつくるこえ」2011年8月6日-11月

6日

　風によって音を奏でる弦楽器エオリアン・ハープは主に18

世紀ヨーロッパで流行し、ロマン派の詩人たちに霊感をも
たらしました。アートフェスティバル、黄金町バザール2011

「まちをつくるこえ」に参加して、杉山紘一郎さんの協力
のもとで、現在はほとんど忘れられたこの楽器の展示・製
作を行いました。「作品解説」参照。

第5回　 ミラン・ニザー《ブロークン・ミュージック》

（1965） 

　横浜国立大学音楽音響スタジオ　2011年11月19日

　ヨーロッパでフルクサスの活動に加わったミラン・ニザー
は、1965年からレコードに傷をつけたり穴を開けたりして、

予測不可能で攻撃的な「まったく新しい音楽」をつくろう
としました。彼はレコードにテープを貼ったり、塗装した
り、レコードを燃やしたり、切り貼りしたりもしました。
そうしてできたレコードは音を発する装置であると同時に、
展示される造形作品にもなりました。生成音楽ワークショッ
プはこの回から横浜国立大学音楽音響スタジオの講義を年
に2回担当していきます。大量の中古レコードとレコードを

切るための特製の定規を用意して、ニザーに倣って新しい音
楽を探求しました。
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第6回　レオン・Ｏ・チュア《チュア回路》（1983） 

横浜国立大学音楽音響スタジオ　2011年12月3日

　 電子工学者レオン・Ｏ・チュアは、きわめてシンプルな
装置を通じてカオス現象を観察するために、この回路を考
案しました。スピーカーをつなげるとノイズ・ミュージック
ばりのうなりが聞こえます。城一裕が作成したインストラ
クションにしたがって、学生ひとりひとりがこの回路を自
作し、ノイズを鳴らしました。「作品解説」参照。

第7回　 ジョン・ケージ《失われた沈黙を求めて（プリペア

ド・トレイン）》（1978） 

Make Ogaki Meeting 2012　樽見鉄道、2012年8月25-26日

　 実験音楽の提唱者ジョン・ケージがボローニャ鉄道音楽

祭で上演した、鉄道の走行そのものを音楽にする作品です。
生成音楽ワークショップはMake  Ogaki  Meeting  2012のイベ

ントとして、岐阜県の樽見鉄道とIAMASの学生の協力を得

てこの作品を再演しました（協力：内田聖良、河合由美子、
酒井亮、堂園翔矢、中上淳二、山田聡（プリペアド・トレ
イン・プロジェクトメンバー））。「作品解説」参照。

第8回　虫の足音を聴く 

横浜国立大学音楽音響スタジオ　2012年12月15日

　 1912年、真空管を発明したリー・ド・フォレストは、その

デモンストレーションのためにハエの足音を120倍に増幅し

て響かせたといわれています。サウンド・アーティストの先
駆者の一人、リーフ・ブラッシュの《昆虫レコーディング・
スタジオ》（1970-72頃）や、電子音楽家ミラ・カリックス

の《Nunu》（2002）などはこのデモンストレーションと同

じような発想にもとづく作品です。昆虫が生みだす微細な
振動を音に変える装置は実験教材として販売されており、ワー
クショップではそれを利用して虫の足音に耳を傾けまし
た。
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第9回　鳴釡 

横浜国立大学音楽音響スタジオ　2012年2月18日

　 岡山県の吉備津神社などでは現在も鳴釡神事と呼ばれ

る、音で吉凶を占う神事が行われています。横浜国立大学音
楽音響スタジオ講義としてこの神事にもとづく実験教材を
製作、実演しました。「作品解説」参照。

第10回　城一裕《紙のレコード》（2012） 

横浜国立大学音楽音響スタジオ、2013年12月22日

　 城一裕の《紙のレコード》はグラフィック・アプリケー

ション(Adobe  Illustrator)で描いた波線をカッティング・マ

シーン(Graphtec  Silhouette)で厚紙に刻み、通常のターン

テーブルで演奏できるレコードを作成するという作品です。
厳密な計算にもとづいて作曲した波線をもとにレコードを
つくることはもちろんできますが、さまざまな波線をレコー
ドにしていくこともできます。学生に波線の描き方を伝え、
各自の紙のレコードをつくってもらいました。

第11回　ラジオ・テルミン 

横浜国立大学音楽音響スタジオ　2014年3月16日

　 3台のラジオを組み合わせて、レオン・テルミンが1920年

に開発した電子楽器の始祖テルミンと同じようなシステム
を作ることができます。ワークショップは参加者が安価な
携帯ラジオを自作することからはじめました。
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　 空間を貫くように長く張られたワイヤーの両端はアンプ

につながっています。アンプは正弦波発信器から電気信号を
受けとり、ワイヤーに流しています。ワイヤーの一端に馬蹄
形の強力な磁石が置かれ、ワイヤーはこれに反応して振動
します。これだけでも微弱な音が鳴るのですが、さらにワ
イヤーのブリッジに取りつけられたコンタクト・マイクロ
フォンが振動を拾い、音に変換してスピーカーから流してい
ます。ワイヤーはスピーカーが生みだす空気の振動や、建物
の振動などの影響を受け、またそれ自体が室温の変化など
に応じて伸びたり縮んだりするため、まるで人格があるか
のように音を刻々と変化させていきます。生成音楽ワーク
ショップ第2回ではルシエが発表した「スコア」にしたがっ

てこの作品を再現して、展示しました。沈黙を続けたかと
思えば突然音が湧きでてきたり、想像していたよりも思い
がけない音の変化が印象に残りました。

　 アルヴィン・ルシエはこの作品の発想を、音響学の講義
で使用する「モノコード」と呼ばれる実験装置から得たと
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参考資料 

Alvin Lucier, Reflections: 
Interview, Scores, Writings 1965–
1994, Köln: MusikTexte, 2005. 

藤枝守「響きの生態系――ディー
プ・リスニングのために」フィル
ムアート社、2000年。 

ヴィオラ・ルーシェ、ハウケ・ハー
ダー『事物の中以外に観念なし～
作曲家アルヴィン・ルシエ』
（DVD）2012年。

アルヴィン・ルシエ 
《細長いワイヤーの音楽》（1977） 

Interferenze Seeds Tokyo 2010　2010年6月26-27日にて実施 (第2回)



語っています。この装置は弦の長さと音高の関係を観察する
ためのもので、弦の長さはせいぜい1メートル程度です。ル

シエはこの弦を限界まで伸ばしたらどうなるかと想像し、
試行錯誤の末にこの作品が誕生しました。彼は当初、発信
器の電気信号をコントロールしてワイヤーを演奏しようと
したそうです。しかし、「詩的な即興演奏のようなものを
超えなかった」ために、結局は放置することになりました。
この選択は生成音楽やサウンド・アートを考える上で、非
常に意義のあるものでしょう。ルシエはまた、この作品の
システムを「分解されたスピーカー」のようだとも語ってい
ます。
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　 「古来より人々は自然の力を取り込んだ楽器・音響装置
をつくってきた。水、風、重力、温度変化などさまざまな
自然の流動を利用し、水琴窟やししおどし、風鈴、釡鳴り
などさまざまなものが挙げられる。時には自然の力が奏で
る音色に神の声を聞き、時には涼しさなどの感覚へと導く
刺激的な音としてそれらを楽しんだ。

　 自然現象を取り込んだ音響現象のなかでもっとも古いも
ののひとつに風によって弦が鳴る現象がある。この現象を
取り込んだ楽器、それがエオリアン・ハープである。何世
紀にも渡って風が弦を奏でる現象は楽しまれてきたが、楽
器として知られるようになったのは300年ほど前のことであ

る。しかし、20世紀になるとエオリアン・ハープに対する

人々の興味は薄れ、今では知名度も低く、伝説の楽器とし
て語られることも多い。」

杉山紘一郎「都市環境における「聴く」装置としてのエオ
リアン・ハープに関する実証的研究」（2010）
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参考資料 

Thomas L. Hankins and Robert J. 
Silverman, Instruments and the 
Imagination, Princeton: Princeton 
University Press, 1999. 

杉山紘一郎「風の響きにふれる～
エオリアン・ハープの実践」芸術
科学会論文誌、7巻、4号、170-
180頁、2008年。 

杉山紘一郎「都市環境における「聴
く」装置としてのエオリアン・ハー
プに関する実証的研究」博士論文、
2010年。 

アタナシウス・キルヒャー『普遍
音樂――調和と不調和の大いなる
術』菊池賞、工作舎、2013年。

エオリアン・ハープ
黄金町バザール2011「まちをつくるこえ」2011年8月6日-11月6日 にて実施（第4回）



　 エオリアン・ハープの研究・製作をしている杉山紘一郎
さんの協力のもとで、生成音楽ワークショップはこの楽器
の展示や製作ワークショップを行なってきました。複雑な
音を鳴らすエオリアン・ハープの構造はごくシンプルです。
一般的な楽器のようなチューニングも必要ありません。18世

紀のヨーロッパでは庶民がこの楽器を自作して楽しんだと
されています。

　 杉山さんがエオリアン・ハープを「「聴く」装置」と呼
んだ理由は、実際に耳を傾けてみれば理解できるでしょう。
この楽器の繊細な音を聴くには聴覚に神経を集中して待つ
必要があります。そうすることで、普段から鼓膜を揺らして
いるはずなのに意識されない周囲の音が聞こえてきます。エ
オリアン・ハープは風を観察できる装置でもあります。風
の強弱、方向、かたちに応じて響きが変わっていきます。こ
の楽器を持って歩けば、周囲の空気の流れや、それを生みだ
す地形が載った地図が描けそうです。 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　 チュア回路は、ごく簡潔な構造を通じてカオス現象を観
察するために、科学者レオン・Ｏ・チュアが1983年に考案し

た装置です。空気や液体の流動から機械のガタまで、カオス
現象は現実のあちこちに見られ、生成音楽ワークショップ
で取りあげてきた作品とも大いに関わりがあります。この
現象は数学的には、方程式にしたがって導かれる解が不規
則で予測不可能なふるまいをすることを意味し、最初の状
態のわずかな差が時間とともに拡大することや、乱雑なふ
るまいが「ストレンジ・アトラクター」と呼ばれる独特な
パターンに収まることなど、いくつかの特徴が知られていま
す。

　 チュア回路をオシロスコープにつないで観察すると、回
路内の電圧の変化が二つの渦巻きをつないだような形であ
らわれます［図1］。これがこの回路のアトラクターで、

「ダブル・スクロール」と呼ばれています。チュア回路をス
ピーカーにつなげば、ノイズ・ミュージックのようなザラつ
いた音が鳴ります。ほおっておいてもノイズは微妙に変化し
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レオン・Ｏ・チュア
《チュア回路》（1983）
横浜国立大学音楽音響スタジオ　2011年12月3日 にて実施（第6回）



ていきますが、可変抵抗のツマミに軽くふれると大きな変
化が起こります。こうした音に注目した多くの研究者が、
この回路を楽器やエフェクターとして利用しようと提案して
きました。

　 生成音楽ワークショップ第6回ではこのチュア回路をブ

レッドボードを使って製作しました。20個ほどの電子部品

を、城一裕が作成したインストラクションにしたがって取
りつけていくことで、電子工作に不慣れな参加者もミニマ
ルなノイズ発生装置を自作できます。可変抵抗の値が大きす
ぎたり小さすぎるときは、変化のないサイン波しか鳴りま
せん。可変抵抗のツマミをじりじりと動かしていくと、サ
イン波が突然荒々しいノイズになる瞬間が訪れます。電圧が
カオスのパターンを外れると音は再びサイン波に戻ってしま
いますが、慎重にツマミを操作すれば予測のつかない音の
流れにふれるような経験ができます。 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城一裕、「カオス発振器（チュア
回路）」の作り方、slidershare 
(http://www.slideshare.net/
jojporg/chaos-oscillatorjo)、2014
年。 

図1「ダブル・スクロール」

http://www.slideshare
http://www.slideshare


　1977年、実験音楽の提唱者として知られるジョン・ケージ

は、ボローニャ音楽祭で鉄道を舞台にパフォーマンスをし
てほしいという依頼を受けます。これに対して、彼は鉄道の
走行そのものを音楽作品にしてしまおうと考えました。彼
は車両の内外にマイクロフォンとスピーカーを設置して走行
音を増幅するよう指示します。この「ハプニング」には「失
われた沈黙を求めて」という題がつけられ、音楽作品であ
ることをあらわすために行程が楽章に見立てられました。
この作品の詳細な記録が2008年に出版されています。写真

に写る乗客たちは座りこんで聴き入ったり、写真をとった
り、演奏したり、踊ったりと思い思いに過ごしたようです

　ケージはこのスピーカとマイクロフォンを設置した列車を
「プリペアド（仕掛けのついた）・トレイン」と呼びまし
た。「プリペアド」という言葉は、1940年代にケージが考

案した「プリペアド・ピアノ」という手法を思い出させます。
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上映映像 

1. 「プリペアド・トレイン ダイ
ジェスト」岩沢 卓（バッタ☆
ネイション／Rent:A*Car）、
2012年8月29日 (公開) 

2. 「ワラビモチ鉄道」ワラビモ
チ愛好会　フィリップ、2012
年10月7日 (公開) 

「樽見鉄道はときどき薬膳鉄道？
になっていて、おばちゃんが一杯
乗ってお重弁当たべる光景が好き
だったので、それに習い食堂鉄道
ぽい雰囲気を出そうとコックの格
好をしてみた。ジョン・ケージイ
ベントなので、カレー好きだった
というデイヴィッド・チューダー
にちなんで、クミンとマサラをワ
ラビモチにかけときました。」 

フィリップ(phirip.com)

ジョン・ケージ《失われた沈黙を求めて（プ
リペアド・トレイン》（1978） 

Make Ogaki Meeting 2012　樽見鉄道　2012年8月25-26日にて実施 (第7回)



この手法は、グランドピアノの内部の弦にゴムや木のかけら、
ボルトなどをはさんで、打楽器のような音を出すというも
のです。また、音を増幅するという手法はケージが1968年に

草月ホールで演じた《0分00秒》を思わせます。

　 生成音楽ワークショップでは岐阜県の樽見鉄道の全面的
な協力を得て、この大掛かりな作品を再現することができ
ました。2012年8月25日、26日に大垣−樽見間を一日一往復の

運行でした。大垣から樽見に向かう往路は、水田や柿畑の
なかをまっすぐ進んだ後に、根尾川峡谷に入ります。すると
カーブ、トンネル、鉄橋などが次々とあらわれ、変化に富ん
だ走行音が聞こえてきました。約一時間の行程で樽見駅に
到着。ここでケージの指示通り、乗客に地元の食べものや
飲みものをふるまいました。復路では応募していただいた
方々のライブ・パフォーマンスが行われました。
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　祝詞を唱える神主の前で大きな釡が火にかけられている。
釡の上に置かれたセイロからは湯気があがる。セイロに生
米が投入されると、突如低音のドローンが鳴り響く…。岡山

県の吉備津神社などでこうした「鳴釡神事」が現在も行わ
れています。この音の大きさや持続時間によって吉凶を占う
ためです。吉備津神社にはこの神事の起源も伝わっています。
吉備国で温羅（うら）という鬼が悪事を働いたため、大和
朝廷から吉備津彦命が遣わされました。吉備津彦命は温羅
を討伐し、その首を吉備津宮の釡殿の地中深くに埋めます。
しかし、温羅のうなり声が釡殿に響き続けました。後に、
吉備津彦命の夢に温羅があらわれ、温羅の妻、阿曽媛に釡
殿で米を炊かせるよう告げます。そのとおりにするとうな
り声は鎮まり、後に温羅は吉凶を占う存在になりました。
吉備津彦命は桃太郎のモデルになったともいわれています。

　鳴釡が音を発する仕組みは科学的に解明されています。セ
イロに生米を入れると、その真下の空気が急激に冷やされ、
収縮します。その空気が今度は釡の底から上がる水蒸気に
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鳴釡 

横浜国立大学音楽音響スタジオ　2012年2月18日にて実施 (第9回)
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よって熱せられ、膨張します。こうして釡の中の空気は収縮
と膨張をくり返すことで振動し、それが次第に増幅されて
音として聞こえてきます。これは「熱音響自励振動」と呼ば
れる現象です。この現象を観察するために、釡とセイロで
はなく空缶と金網からなる鳴釡実験が考案されました。

　生成音楽ワークショップ第9回で鳴釡を再現したときは、

まず参加者に神事にまつわる伝承と音の鳴る仕組みを解説
してから、空缶と金網の装置を組み立ててもらいました。
湯気を立てる装置に生米を注ぐと、音が鳴ることもあれば
鳴らないこともあります。ザーっという米の音から一瞬の
間が空いて、柔らかく揺れるドローンが聞こえてくる。この
とき参加者から驚きの声がいくつもあがりました。 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①エオリアン・ハープ制作ワークショップ

日時：3月15日　12時から15時

会場：さくらWORKS〈関内〉

講師：杉山紘一郎（冷泉荘管理人）

人数：10名

参加費：3000円、要事前申込み

②トーク・セッション「生成音楽の実践を考える（仮）」

日時：3月15日　16時から17時半

会場：さくらWORKS〈関内〉

登壇者：畠中実（NTTインターコミュニケーション・セン

ター[ICC]主任学芸員）、城一裕、金子智太郎

入場料：無料

③パフォーマンス

日時：3月15日　18時から20時

会場：さくらWORKS〈関内〉

出演者：堀尾寛太、杉山紘一郎、大山千尋（IAMAS）

入場料：無料 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　1970年代末にアルヴィン・ルシエは《細長いワイヤーの音

楽》についてインタビューでこう語りました。

以前は作曲家が作品を書き、誰かがそれを演奏した
いと望むことを期待しました。しかしいまはほとん
どの音楽が書き記されなくなり、少なくとも演奏の
ために書き記しておく必要がなくなったので、別の
仕方で発表したり、自分自身で演奏したりしていま
す。私はこの別のやり方を素晴らしいと思いますが、
それでも作品についての記述、つまりスコアを書く
必要があると感じます。問題はどんなスコアを書く
かです。実践的な書き方、つまり流通しやすく演奏
しやすいような書き方にするか、もっと概略的な書
き方あるいはヴィジョンを示すような書き方にして
作品の背後にある発想を強調するか、決める必要が
あります。私は詳細より発想を伝える方がいいと考
えました。どうせ私の作品は多くの演奏家にとって
あまり実践的ではありません。人が《細長いワイヤー
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生成音楽装置の構造とその再現をめぐって
金子智太郎、城一裕



の音楽》を演奏するために毎回部品を組み立てると
いうのは、あまり期待できないでしょう。また留め
金とか、ワイヤーの種類とか、磁石の磁力とか、そ
ういった細かすぎる情報でスコアをいっぱいにした
くもありません。どうやって組み立てるのか大まか
な情報を伝えれば、誰かが自分の力でそれを理解す
るでしょう。もしくは少なくともこの発想にぴんと
きた人は、似たような自分自身の作品をつくるかも
しれない。こうしたことは私にとって称賛と同じだ
と思います。［註1］

時代は変わり、現在では動画共有サイトなどでこの作品の
再現をいくつも見ることができます。この作品は当時よりずっ
と広く知られるようになり、詳しい情報を得たり部品を入
手したりするハードルも下がっているのでしょう。また、
こうした作品を鑑賞するために自分で作ってみるという発
想がより一般的になっているのかもしれません。

　 生成音楽ワークショップがやろうとしてきたのは、自動
的に音を生みだす装置について再現を通じて理解を深める
ことです。実践を進めながら議論を整理していくと、主に二
つの課題が見えてきました。ひとつは多くの生成音楽装置
に共通する構造を見つけだすこと、そしていくつかの特徴
にもとづいて装置の構造を分類することです。もうひとつの
課題は、装置の再現と鑑賞という実践のあり方を理解する
ことです。生成音楽の再現と鑑賞は一般的な音楽と似たと
ころと異なるところがあります。例えば、スコアにもとづ
いて再現できるところや、再現を通じて鑑賞を深められる
ところは、一般的な音楽の演奏と似ています。一方、演奏
技術ではなく装置の製作技術が要求されることや、音の展
開が原理的に二度と反復できないことなど、さまざまな点
が異なっています。以上の二つの課題のどちらにもまだ満足
できるような答えは出ていません。

　 二つ目の課題に対して、私たちはまず自分たちの実践の
過程をできるだけ詳細に記録して、その記述の方法を検討
するというかたちで取り組みました。生成音楽ワークショッ
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[註1] Alvin Lucier Reflections: 
Interview, Scores, Writings 1965–
1994, Köln: MusikTexte, 2005, p.
190.



プ第7回、ジョン・ケージ《失われた沈黙を求めて》の再現

についての研究ノートでは、再現の過程を「解釈」、「製
作」、「実演」という3つのフェイズに区別して各作業の細

部を説明しています[註2]。こういった記録を重ねること

で、この独特な再現の実践にまつわる知識を増やしていく
ことができるのではないかと考えています。再現の過程のな
かで生成音楽の「自動性」や「偶然性」といった観念がど
んな意味をもってくるのかなど、検討したい論点もまだいく
つかあります。

　ひとつ目の課題、生成音楽装置の構造についての分析は、
そもそも私たちが生成音楽の過去の作品を振り返ろうと考
えたきっかけがアプリケーションの開発だったことと関係
があります。自動的に音を生みだす構造を形式化して分類す
ることで、新たな生成音楽作品の創作に役立てられないか
と考えました。とはいえ、古典的作品を実際に再現すると、
むしろその構造の単純化しにくい部分、形式化しにくい部
分が特に印象に残っていきました。例えば、弦やスピーカー
のような音を生みだす要素、風や電子回路のような音の展
開に関わる要素、などと装置の構成要素を切り分けようと
すると、すぐにそれが難しいことがわかります。結論から
書くと、私たちが再現した作品の多くは予測のできない音
の展開に関わる要素がいつも複数あって、それぞれがある
程度の偶然性と関わり、それらが組み合わさることでより
複雑な展開が生まれているようです。このことを展示作品を
例に具体的に説明しましょう。

　アルヴィン・ルシエ《細長いワイヤーの音楽》を再現して
強く感じたのは、音の展開を左右する要素がきわめて複雑
に絡み合っているという印象でした。この作品はよく、環
境と相互作用すると説明されます。例えば、スピーカーが発
する音が周囲の空気を揺らすと同時に、この空気の流れや
鑑賞者が生みだす会場の振動がワイヤーに影響をあたえ、
フィードバックが生じているというように。とはいえ実際
に再現してみると、この相互作用がどのように音に反映され
るのか、直感的にはよくわかりません。意図的にワイヤー
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[註2] 金子智太郎、城一裕「生成
音楽ワークショップ第7回：ジョ
ン・ケージ《失われた沈黙を求め
て（プリぺアド・トレイン）》
（1978）」『情報科学芸術大学院
大学紀要』第4巻、2012年、47-
54頁。



の振動に影響をあたえようとすると、明確な反応があると
きもあれば、そうでないときもよくあります。

　 作品をよく観察し、またルシエ自身の言葉をよく読んで
いくと、環境からの影響と同じくらいワイヤー自体の伸縮
が重要であることがわかってきます。ルシエはこの作品につ
いて、「金属疲労、加熱、冷却、空気の流れ、膨張と収縮
が生みだす変化、これら以外のこのシステムあるいは環境
に起きる物理的変化によって、音高、ハーモニー、音色、リ
ズム、その他の音楽的要素が変化するがままにしてある」
と語っています[註3]。彼のインタビュー相手が発信器をオ

フにしたときの音の変化が面白いと指摘したとき、ルシエ
はワイヤーに弛緩が生じるのだと説明しました。実際、再
現の過程で発信器やワイヤーの留め金を動かしてみると、
二人のやりとりがよく理解できます。環境だけでなくワイヤー
自体も変化を続けるから、両者の相互作用から生まれる音
は複雑な展開を続けるのではないかと考えられます。

　 《細長いワイヤーの音楽》と同じように、エオリアン・
ハープも環境の作用によって音を奏でると説明されます。器
具と想像力の結びつきを論じたトーマス・ハンキンスとロ
バート・シルヴァーマンによれば、ロマン主義の詩人たち
はエオリアン・ハープが風を受けて音を鳴らすように、自
分たちも自然から霊感を受けとって詩をつくると考えたそ
うです[註4]。ところが、エオリアン・ハープを実際に風に

かかげてみると、その弦と風の関係は一般的な楽器と演奏
者の関係とはほとんど似ていないという印象を受けるでしょ
う。一般的な楽器は特定の演奏と音が対応していますが、
エオリアン・ハープはこの対応がわかりにくいです。強風が
吹いたのに鳴らないこともあれば、微風で大きく鳴ること
もあります。風が止んでも音が続いているように感じること
もあります。こうした印象の物理的説明は、ロマン主義詩人
が自分をこの楽器に喩えてから一世紀以上経って提案され
ました。

　チェコの物理学者ヴィンチェンツ・ストローハルは1876年

に、風が弦に当たるときに弦の背後に生まれるカルマン渦
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[註3] Lucier, op.cit., p.434. 

[註4] Thomas L. Hankins and 
Robert J. Silverman Instruments 
and the Imagination, Princeton: 
Princeton University Press, 1999, 
p.102-108.



という空気の渦が、エオリアン・ハープの音に影響してい
る主張しました[註5]。この現象によって弦の振動が増幅さ

れて大きな音を発生させるほどになるのです。これは杉山紘
一郎さんがワークショップのレクチャーで強調していたこ
ともあります。この現象がエオリアン・ハープ特有の複雑
な音の展開をもたらします（そのため、風がエオリアン・
ハープの弦を震わせるという表現は、あまり適切ではあり
ません）。このカルマン渦が要因となってハーモニーやグ
リッサンドが生じて、予測のつかない音の展開が起こりま
す。エオリアン・ハープをデザインするときはこの渦が効率
的に発生するような構造を考える必要があります。

　 他にも、ミラン・ニザー《ブロークン・ミュージック》
では、ランダムな音の展開をもたらすのは切り貼りされたレ
コードだけでなく、ジャンプをくり返すトーンアーム（ター
ンテーブルの針のついた部分）の動きも重要でしょう。リ
チャード・ラーマンの《トラヴェロン・ガムロン》や、ケー
ジ《失われた沈黙を求めて》では、自転車や列車の構造に
も増して、それらが通過する地面やレールの変化が音の展
開を左右しています。そこで《トラヴェロン・ガムロン》の
再現では床のパネルを工夫して音に変化をつけようとしま
した。樽見鉄道での《失われた沈黙を求めて》は、往路後
半でカーブやトンネル、鉄橋を通過したときの音が印象的
でした。これらの作品でも複数の偶然的な要素が絡みあっ
て複雑さをもたらしています。

　 空気の振動という媒体は、こうした諸要素の相互作用の
過程をあますところなく伝える特性があると言えるかもし
れません。私たちが再現してきた音を発する装置の構造は、
安易な単純化、形式化を拒むようなものでした。とはいえ、
まず個々の作品については、そのなかでどんな要素が組み
合わさっているのかを確認していくことはできそうです。そ
して、このときに生成音楽装置の再現という実践には利点
があります。再現の過程のなかで構成要素を組みかえたり、
取り外したり、調節したりといった作業ができるからです。
ここには、生成音楽ワークショップの二つの課題の接点が
ありそうです。 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[註5] Thomas L. Hankins and 
Robert J. Silverman Instruments 
and the Imagination, Princeton: 
Princeton University Press, 1999, 
p.96.



こんにちは、中川克志と申します。

今日は生成音楽というものについて紹介させてください。

生成音楽というのは、勝手にできあがる音楽のことです。

どういうことでしょう。 

1． 

音楽って、作ったり演奏したり聴いたり売ったり買ったり
するものです。あるいは、音楽って、深く味わったり軽く聞
き流したり学問的に分析したりするものだったりもします。

音楽とは何かをヒトコトで言うのは難しいですが、「音楽
とは音と音とが連なったものだ」程度のゆるい説明ですま
せておくと、色々なレアケースに対応できるし便利です。必
ずしも歌詞やメロディがなくても音楽だし、誰かがゼロか
ら創りだしたものでなくとも音楽です。ベートーヴェンの音
楽もあれば秋元康の音楽もあるし、韓国の農楽という伝統
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MAGCUL.NET（マグカル ドット ネット）より転載 

連載読み切りコラム「『　』の虜」 

第4回：中川克志　『生成音楽』の虜

中川克志 
（NAKAGAWA Katsushi） 

研究者。ゲンダイオンガクとかサ
ウンド・アートとか音響メディア
論を研究してます。日本で「サウ
ンド・アート」が展開してきた経
緯を調査したりしてます。『音響
メディア史』（ナカニシヤ出版）
という共著がもうすぐ出ます。バ
ンドもしてます。 

少しずつ違う方向のことをやって
いるのですが、とりあえずは3月
の『生成音楽ワークショップの展
覧会』（関内さくらwroks）の準
備を頑張ってます。 

http://after34.blogspot.jp 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nakagawa_katsushi/ 

MAGCUL.NET（マグカル ドット 
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http://magcul.net/focus/toriko4_nakagawa


打楽器芸能[註1]も音楽だしチンドン屋の音楽[註2]も面白い

し、建築とは凍れる音楽なのかもしれない[註3]しすべての

芸術は音楽の状態に憧れる[註4]のかもしれないし、何も音

を発さない音楽[註5]もあるし、  この雨音[註6]は優しい音楽

だし酔っぱらいのおじさんの鼻歌[註7]は時に心に染み入る

こともある音楽です。音と音とが連なっていればそれは音楽
だということにしておくと色々便利です。

2.  
そんなわけで、生成音楽とは何かというと、これは自分で
自分を生み出す音楽のことです。つまり、人間が管理して音
の連なりを作り出すのではなく、音の連なりが、人間の手
から（ある程度）離れて生み出されるものです。生成音楽っ
てのは湧き水のように勝手に生み出されるものだ、と言っ
てもいいかもしれません。水道水みたいに管理されている
のではなく、自然に勝手に流れ出ているし、だいたいの音
の流れは決まっているけれど少しずつ変わっていくものだと
いう点で、生成音楽は湧き水です。

音楽家が丹精込めて作り上げた音を聴くのはもちろん素晴
らしい経験ですが、人間の手から離れて勝手に動き回る音
を聴いているのもなかなか面白いものです。「整理されてい
ない音なんてゴチャゴチャでつまらないに決まっている」と
も限らなくて、なんだか「自由」な気分になったりもする
んです。そういうことがあるので、僕は長いこと生成音楽の
虜です。

3.  
音の連なりが人間の手から離れて生み出されるってことは、
例えば、風鈴も風の音も波の音も生成音楽です。今僕の部
屋の隣で洗濯物を洗っている洗濯機の音もそうかもしれま
せん。でも、たいていの場合僕らはそれを音楽とは呼びま
せん。音楽じゃないからあまりしっかりと耳を傾けない。
でも、そんな音の連なりを「生成音楽」と呼んでみると、
耳を傾けてみようという気になります。名前のあるものは
なんだか一人前のものに思える。そんなもんです。そして、
そういう勝手に動き回る音の連なりを聴いてみるのもなか
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[註1] https://www.youtube.com/
watch?v=YaBPWwc5VzM 

[註2] https://www.youtube.com/
watch?v=6aD2xN-krFY 

[註3] http://hdl.handle.net/
10114/3692 

[註4] http://ja.wikipedia.org/wiki/
ウォルター・ペイター 

[註5] https://www.youtube.com/
watch?v=3fYvfEMUJl8 

[註6] http://weather.yahoo.co.jp/
weather/jp/past/14/4610/
detail.html?c=2015&m=2&d=26 

[註7] https://www.facebook.com/
ueno.takashi.904/posts/
10153142283141613?
pnref=story



なか面白いものです。つまり、生成音楽ってのは、世界のあ
ちこちにあるものだけど、僕らが見つけてあげないといけ
ないものなんです。けっこう世話が焼けるものだといえるか
もしれません。

生成音楽を見つけやすくするためにはいろんな仕掛けがあ
ります。例えば、（1）コンロで沸騰させた缶のなかに冷え

た米を入れて共鳴音を引き起こしたり、（2）電子回路を組

み立ててカオスの世界を呼び出したり、（3）ビニール弦を

使って風琴を組み立てたり、（4）部屋のなかにワイヤーを

張って部屋の振動と一緒に共振させたり、（5）電車に乗っ

て山のなかにピクニックに出かけたり、…。 

（1）鳴釡

https://www.youtube.com/watch?v=UIkVgYzgNRY

この缶に米を放り込んだ後の音です。この実験、釡じゃな
いですけどね。

（2）チュア回路

https://www.youtube.com/watch?v=1CxZHQfVCro

カオスが発生しています。

（3）エオリアン・ハープ

風琴とはエオリアン・ハープのことです。これは杉山紘一
郎さんによるワークショップの様子です。 

http://portal.nifty.com/2008/10/21/b/4.htm

（4）細長いワイヤーの音楽

https://www.youtube.com/embed/erSNqnpVK8U

こんな感じのインスタレーションです。 

（5）プリペアド・トレイン[註8]

https://www.youtube.com/embed/Wq6fYSO0RqY

岐阜は大垣の樽見鉄道で楽しい電車の旅でした。
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[註8] https://
generativemusicworkshop.wordp
ress.com/2012/07/21/生成音楽
ワークショップ第7回「失われた
沈黙を求/



他にも磁気テープのループでフィードバック回路を作る人
[註9]もいれば、レコードをバラバラにしてバラバラのレ

コードから一枚のレコードを組み立てる人[註10]もいたりし

ます。

まあ、生成音楽にもいろいろな種類があるんです。

4.  
そういう音楽もある、ということをお伝えしたところで、
宣伝させてください。

2015年3月14日（土）から18日（水）まで、関内のさくら

WORKSで『生成音楽WSの展覧会』という展覧会を開催し

ます。これは、「生成音楽ワークショップ」という二人組
の展覧会で、いくつかの生成音楽を展示したものです。15日

（日）にはエオリアン・ハープ制作のワークショップをし
たり、トーク・セッションがあったり、堀尾寛太[註11]さん

や杉山紘一郎さんや大山千尋（IAMAS）さんによるパ

フォーマンスもあります。

詳しくはこのウェブサイト[註12]をご参照ください。

ということで、「生成音楽ワークショップ」による生成音
楽を見に来てください。

「生成音楽ワークショップ」が少し手助けして生まれた音
の連なりが、そこでは勝手に生まれています。　

ほほうこんなものかあ、という感じで、おいでください。
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[註9] https://
generativemusicworkshop.wordp
ress.com/concept/ 

[註10] http://artscape.jp/artword/
index.php/レコード 

[註11] http://kanta.but.jp/ 

[註12] https://
generativemusicworkshop.wordp
ress.com/

https://generativemusicworkshop.wordpress.com/
https://generativemusicworkshop.wordpress.com/


生成音楽ワークショップの展覧会 

2015年3月14日(土) ～ 3月18日(水)

会場: さくらWORKS 〈関内〉  

〒231-0012 横浜市中区相生町 3-61 泰生ビル 2F

開館時間: 11:00-20:00 (3月14-15日)、11:00-18:00 (3月16−18日)

入場料: 無料

主催: 生成音楽ワークショップ（城一裕＋金子智太郎）

共催: YCCスクール

協力:  横浜国立大学人間文化課程音響空間スタジオ（中川克

志研究室）、杉山紘一郎（冷泉荘管理人）、情報科学芸術
大学院大学[IAMAS]

展覧会スタッフ: 大山千尋 [IAMAS]、山岸郁穂、江川明穂、

神田慎平、佐藤亮太、平原麻菜実、砂井花奈子、井上徳人、

平原佳奈、平野太基、平井健二郎、山本有紗、佐々木麻友

美、金成祥太朗、宮田悠、迫葵、三上詩央、深尾望、最上

将貴、福本春香、渡辺伊織、山根璃子、堀内裕介、大坪ひ

なの、金ガウル、姜慈賢 [横浜国立大学]

本展覧会は日本学術振興会科研費・挑戦的萌芽研究「生成

音楽の体系的理解に向けた音を生み出す構造の分析」

（24652029）の助成を受けたものです。


